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　1） 学生は図 2 のようにヘッドホンを装着し、マイク
の前に立つ。
　2）教員が鍵盤で入力する音高を学生に与える。
　3） 学生はマイクに向かって声を出す。その間教員は
ヴォコーダの鍵盤を押さえ続ける。
　4） 学生はヘッドホンから聞こえてきた音をモニター
しながら、ヘッドホンからよりクリアな音質の音
が出るように出す声の高さを調節する。
　5）2）～ 4）の作業を繰り返す。
　なお、この実習を始める前に、予め学生には教員が
声を出して鍵盤で入力した音高と声の高さが異なるときに出力される音（歪んだ音）と、鍵盤で入力した
音高と声の高さが一致した時に出力されるクリアな音の実例を聴かせておき、4）の作業を行う時の目安
を与えておいた。
　また、ある程度作業に習熟したら、2）で教員はメロディを連続的に鍵盤で入力し、それに合わせて 3）
で学生は歌唱をすることによってメロディが正確に歌えているかどうかを 4）で確認するようにした。
　教員は学生がヘッドホンでモニターをするのとは別にヘッドホン、あるいは外部スピーカーで音をモニ
ターし、4）の作業の評価をしつつ、適宜学生に音質を改善するための指示を与えた。
⑶　結果と考察
　最初、学生にこの装置を説明して音を出した時、みな、自身の声が変質するのを聴いて興味を示した。
どのような形であれ、音に興味を持つということは音楽による表現の原点でもあるので大変有意義に感じ
た。この変質した音の出る“面白さ”が学生の興味・関心をひいたことは大きな収穫であった。
　⑵の方法で示した通り、教員が正しいピッチとずれたピッチで実際に発声して合成された音をあらかじ
め聞かせることにより、その差異を認識させたうえで実習をしたところ、通常の指導では、自身の声が伴
奏のピアノの音にきちんとあっているか、感覚的に理解が難しかった学生も、ゲーム感覚で（自らの声が
“コントローラになる”！）取り組んで音の変化を楽しみながらトレーニングできたようであった。
図２　実習の装置と方法
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　今回のこの試みが、有意に効果のある指導方法であるかどうかを結論付けることは難しいが、少なくと
も音程を正しくとって歌唱することが難しい学生に対して、その克服の手助けになる方法としてある程度
の手ごたえは感じることができた。データとして結果を示すことは難しいが、この方法を提案し、また実
施をする過程を通して、普段歌唱指導をする際には、顔を曇らせ、消極的になりがちであった学生が、生
き生きとした表情で協力してくれたことは、評価に値すると思う。
　この試みによる指導をした後に、通常の歌唱指導にもどったところ、若干ではあるが、歌のピッチを正
確にとれるようになったように感じた。実際にこの試みの協力学生は数名であり、限られた授業時間の中
のほんの一部分（延べにしても10分程度）でもあるため、統計的にはっきりとした結論を持つことは難し
い。しかし、「ピッチが合わせられるようになった」ということは、音に関心を持つようになった結果で
あり、これがすぐれた音楽表現への道筋につながることは間違いないものであろう。
　その一方で、この方法で歌のピッチが多少正確にとれるようになったのは、耳で音を聴きとる能力が上
がったからであると結論付けられるわけではない。この装置を利用したエクササイズでは、耳に与えられ
た刺激は、本来の音が耳に与える刺激とは異質なものになっている。したがって、正しい音を感じて発声
できるようにするためには、さらに他の方法も組み合わせた練習が必要であろう。ただ、自分の声をより
高くしたり、より低くしたりコントロールするという体験ができたということは有意義であったと思う。
４．おわりに
　「音楽表現」の能力を向上させるためには、「表現内容」に関する追求とともに、「表現技術」の習得が
必要である。学生自身の中に音楽を通して「表現したいもの」があったときに、それをその時々に適った
技術で“実現”させることができると、その感動は新たな「表現内容」の追求にフィードバックされ、音
楽表現能力の更なる向上につながる。
　学生個々の持つこれまでの音楽経験は、必ずしもポジティブなものばかりではない。学生の中には課外
の活動で自主的にバンドを組んだり、カラオケなどで音楽を楽しむ者もいる一方、人前で声を出すのが苦
手で、授業内の個人レッスンでも消極的になってしまう者もいる。声が小さくて自信のないものになって
しまうと、自身の表現内容に対する興味も失われ、ますます表現技術の習得が難しくなってしまう。
　そのような学生もいるなかで、音楽表現の技術を指導するにあたって、従来のような「もっと声を高く」
とか「正確に」といった、ある種の伝統的な“観念的な”指導法ばかりではなく、現代のさまざまな科学
技術を利用した教授法も検討されるべきであろう。
　例えば、現代の電子楽器の技術を利用すれば、ピアノ伴奏をオルガン伴奏に変えることなどは比較的簡
単に実現できそうである。減衰系ではない持続音を伴奏として歌う経験を増やすことで、耳はトレーニン
グされるかもしれない。実際にもうすでに四半世紀以上前から電子オルガンをはじめとする様々な電子楽
器は、優れた代用楽器として音楽の世界や教育の世界で利用されている。今回はヴォコーダを用いて「音
質の変化」を耳で聞くことによって音を合わせる練習をしたが、例えばデジタルチューナを用いて、耳で
感じた“音のずれ”を可視化（チューナに表示される数字や指針）することによってトレーニングするこ
ともできる。ただ現実にはデジタルチューナは感度が良すぎるので、少なくとも半音程度のずれから“ず
れの量”が確認できるように改良するなど工夫をしなければならないであろう。
　「もっと声を大きく」という指導も、音量を適当な機材を用いて数値化して示し、目標を与えると良い
かもしれない。
　その他にも、コンピュータのピッチシフト機能を利用して、正しい音程をとる練習をすることもできそ
うである。学生の中には、ある特定の調（例えばA dur）だと正しい音程で歌を歌うことができるが、他
の調（例えばG durやB dur）にすると途端に音高がわからなくなってしまう者もいる。このような学生
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は、ピッチシフトを利用して少し音高を上げたり下げたりして合わせる経験を積めば、ある程度自由な調
で歌えるようになるかもしれない（一方で鍵盤にはない音程を聞かせると、音階のスキーマが破壊されて
しまい、却ってうまく歌えなくなるのではないかという懸念もあるようである）。
　いずれにせよ、「技術」の習得のためのメソードは、現代のコンピュータをはじめとするさまざまな機
材を組み合わせて利用することにより、改良の余地がありそうである。今回の試みを一つのきっかけとし
て、より多くの様々な方法を組み合わせてより効率的に音楽の表現技術を習得するための方法の選択肢を
増やすことができたらと思う。そして、そのことが、究極的には個々の人の「音楽表現」に対する欲求を
高め、その能力の向上に寄与するものであると信じている。
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